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≪博士論文要旨および審査報告≫
藤原法子トランスローカル･コミュニティ
ー越境する子ども･家族･女性/
エスニック･スクールー
学位請求論文
Ⅰ　論文要旨 藤原法子
本論文は,越境移動のなかを生きる人々のアイデンティティや諸実践と,彼ら
の移動と定住を結びつける施設のひとつであるエスニック･スクールから見えて
くる地域社会の諸相に焦点をあてることで,現在の地位社会のトランスローカル
･コミュニティとしての意味と位相について研究したものである｡
現在の日本社会には, 1989年の｢出入国管理及び難民認定法｣改正以降現在ま
で, 200万人前後の外国籍の人々が滞在し,特に,ブラジルを中心とする南米諸
国からの｢定住者｣資格を持つ人々が来HL滞在するようになった(2007年現在,
ブラジル国籍の外国人登録者312,979人, ｢永住者｣資格取得者78,523人)0
こうした人々の存在は,越境者自身への注目はもちろん,移動の経験を背負い
ながら,今ここで暮らしていくこと,この場所に繋がっていこうとする人々の存
在への注目も引き起こした｡例えば,移動してきた子ども世代や日本生まれの子
ども世代への注目もそのひとつである(ブラジル凶籍の就学年齢- 5歳以上15歳
未満だけを見ても, 1990年の2,150人から31,487人に増加している)｡
本論文の第一の問題関心は,彼ら"移動"する子どもたちの存在意義を問うこ
とである｡すなわち彼らをめぐっては,いわゆる｢外国人児童生徒｣として,日
本社会へのあるいは日本の学校社会への適応や統合が大きな問題とされ,またエ
スニック･スクールについても日本社会-の統合や適応における負の要因として
問題にされてきた｡だが,越境移動する子どもたちは,必ずしも｢外国人児童生
徒｣というカテゴリーのみで理解されるような存在ではないし,同化や統合の観
点からだけ問題視される存在ではない｡むしろその観点からだけ彼らを問題にす
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ることは,その存在の意味を見誤る恐れがある｡また彼らの``教育施設"である
エスニック･スクールも単なる教育機関としてのみ捉えるだけでは,エスニック
･スクールが実際に果たしている様々な役割や機能を見落としてしまう｡むしろ,
移動を背負いながら生きる彼らの存在の意味や,彼らを包み込む家族,そして,
その移動を支える生活施設あり移動の結節点でもあるエスニック･スクールの存
在意味を問うことが重要なのではないかということである｡
本論文の第二の問題関心は,彼らの存在や彼らをつなぎとめる施設としてのエ
スニック･スクールをとおして,グローバル化の中での都市や場所の意味を問う
ことである｡
現在,グローバル化の中で見えてくる都市は,脱中心化される社会過程が現出
する空間として捉えられがちである｡そこでは脱領域化される都市の姿が提示さ
れる｡しかし,グローバル化は同時に,個々別々の都市や場所を,それぞれの経
験を土台としながら,トランスローカルに繋げていく｡移動する人々の実践や,
そうした人々と場所との関係性は,同じように移動に晒されたいくつかの場所や
施設での経験を経由して交信し,共振しあう｡人々の移動にともなって,こうし
た経験が交信しあうコミュニティのことを本論文では,トランスローカル･コミ
ュニティと呼ぶ｡移動する人々の実践をとおして,トランスローカル･コミュニ
ティとしての位相をもつ場所に,グローバルな現象がどのように見えてくるのか,
ということである｡
これらの問題監視のもと,本論文では,越境する子どもや家族,そしてエスニ
ック･スクールに焦点を当てながら,トランスローカル･コミュニティとして場
所を見ていく｡
本論文ではまず第1章で, ｢問題の構図｣と題して本論文の都市社会学おける
位置や,また研究の方法論について考察している｡
第1節では,本論文の研究を,都市社会学におけるグローバリゼーション論の
中に位置づけつつ,その意味･位相について考察した｡すなわち,空間のグロー
バルな再編成に照準した都市研究をクリティカルに考察しながら, ｢場所｣に照
準して描いていくことの意味を問うことで,本論文で提起した｢トランスローカ
ル･コミュニティ｣として場所を見,そこでの人々の実践をみることの意味を示
し,第2節では,越境する子どもや家族とエスニック･スクール,そして｢場所｣
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に照準することの方法論的意味について,異質性を生きるとはどういうことか,
本論文で取り上げる,越境する子どもたちやエスニック･スクールについての研
究の照準点を提示した｡
すなわち,越境する子どもや家族を本論文では,移動にともない,今,生きて
いる場所において違和感を覚え,今,生きている社会との間での敵船や他者性を
感じつつ,しかし,自らの場所をそこに求めながら,同時に他の場所や人々と繋
がり,自らの居場所を作り出しながら生きている人々として定義し,それを異質
性を生きる人々と呼んだ｡そして彼らに焦点を当てることの方法論的な意味とし
て,グローバル化のなかで人々がその不自由さをどのように乗り越え,自分たち
の居場所を作り出していくのか,選択的にそして主体的に複数の場所と繋がって
いくことの可能性を見るための媒体であることを主張したo　また,エスニック･
スクールに焦点をあてることの方法論的意味としては,教育機関としての役割や
場としてのみならず,複数の場所に自らを積極的に位置づけていこうとするそう
した生き方を支える｢場｣としての役割に注目した｡
第2車では｢移動する家族･子どもと都市的世界｣と題して,本論文の問題意
識の原型となったトランスローカル･コミュニティとしての位相をもつ二つの場
所における移動する子どもと家族の実践を取り上げた｡まず第1節で越境移動す
る子どもたちを捉える本論文での視点と,いわゆる｢外国人児童生徒｣研究との
相違について取り上げ, ｢学校｣という場を超えて自らの居場所を作り出してい
る子どもたちの現実に注目し,彼らのそうした行為やアイデンティティを育む生
活世界と都市施設の役割について明らかにした｡そして第2節では,国境を越え
て移動する家族と都市を巡る実践を,彼らの母国ブラジル･サンパウロでの,日
本から移民した人々の教育をめぐるこれまでの実践を移民家族の教育戦略として
位置づけ,彼らの移民として生きる-異質性を生きる一実践とそのアイデンティ
ティについて考察した｡
第3章では,エスニック･スクールとそれをとりまく場所,コミュニティとの
関係に焦点を移し, ｢エスニック･スクールと地域社会｣と題して, 1990年代半
ば以降,日本社会に越境移動する人々によって形成されていくエスニック世界と
地域社会との関係について,すなわちトランスローカル･コミュニティとしての
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二つの場所の経験を提示している｡まず第1節では,本論文で取り上げる越境移
動する子どもたちおよびエスニック･スクールについての都市エスニシティ研究
における意味を,いわゆる外匡I人児童生徒研究と比較しつつ考察し,第2節では,
エスニック世界の制度的完成のなかで登場してくるエスニック･スクールに注目
しつつ,当該社会のそれとは異なる制度的世界の形成を通して見えてくる地域社
会との配膳と｢共生｣の位相について群馬県大泉町を事例として取り上げ,第3
節では,岐阜県大垣市の事例を取り上げ,トランスナショナルな移動世界のなか
でのエスニック･スクールの独特の役割に注目し,越境する子どもとたちを移住
1.5世代として位置づけ,彼らの生き方を支えるエスニック･スクール経営者の
実践を,地域社会における異質共存の実践として考察した｡
第4章は｢移動とアイデンティティをめぐる三つの位相｣と遺して,異質件を
生きる人々のアイデンティティの変容について焦点をあてた｡本論文では,人々
がいかに場所と繋がっていくのか,当該社会に参入していくのかをアイデンティ
ティに焦点を当てて見ているが,それはアイデンティティを問う実践が,自らが
生きる場所を選択する実践をともない,自らを積極的に場所へと位置づけていく
実践となるからである｡
本章では,彼らがそれぞれの場所をどのように経験し,そのなかで彼らがいか
に自らのアイデンティティを問うたのかについて,三つの場所の事例を通して明
らかにした｡まず第1節では,神奈川県横浜市のある沖縄出身者の家族の移動と
適応経験を,記憶としての移動と,異質性を生きる人々としてのアイデンティテ
ィの形成という観点から描き,移動によって支えられている世界を生きるという
経験とそのなかで場所と結びついていく実践を提示した｡第2節では,群馬県大
泉町における越境移動する女性たちの,職業実践と生き方に注目し,彼女たちの
労働を支える地域社会における相互扶助的な関係性の存在と彼女らの当該社会-
の参入にともなうアイデンティティの位相について提示した｡そして第3節では,
群馬県大泉町のあるエスニック･スクールを対象とし,シンボリックな施設の形
成という観点から,エスニック･スクールを経営する女怪の経営実践を通した当
該社会と出身社会との間を生きる経験と新たなアイデンティティの立ち上げ実践
について明らかにした｡
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終章では,本論文での第1章から第4章までの調査の現実とその意味の考察か
ら,グローバル,ナショナルそしてローカルを通底する都市地域社会の様々なコ
ミュニティのあり様について論じ,結論とした｡すなわち,トランスローカル･
コミュニティとして場所を見ていくということは,第-に異質性を生きる人々の
様々な実践が展開する現実の具体的な場として場所を見ることであり,第二に異
質性を生きる人々の実践やそれをめぐる経験を通して,他の場所との経済的,政
治的,文化的,社会的,歴史的な接続なかに位置づけられるものとして場所を見
ることであり,そして第三に,ただ接続するのみならず,接続することによって,
それぞれの異質性を生きる人々の実践やそれをめぐる経験を少しずつ重ね合わせ
ながら共振し交信していくものとして場所を捉えることである,と結論した｡
本論文の意義について筆者は,次の二点を考えている｡
第一に本論文は,都市社会学に主流の,グローバル化する空間に照準する研究
というよりはむしろ人々の歴史や経験が埋め込まれた場所に焦点をあわせること
で,グローバル化の過程を見ようとしたこと｡
第二に,移民の子どもたちおよびエスニック･スクールをいわゆる｢教育問題｣
としてではなく,むしろ,トランスナショナルな過程を生きる人々の象徴,そし
て,移動を背景にした子供たちが当該社会にその居場所を形成し,自らを位置づ
けていく｢場｣としてエスニック･スクールを捉えることで,そうした人々やそ
れを支える施設の研究を,トランスナショナル過程の研究として位置づけようと
したことである｡
以卜
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Ⅰ　審査報告
(主査)専修大学文学部教授　　騎田　康生
(副査)専修大学文学部教授　　今野　裕昭
(副査)専修大学文学部教授　　大矢根　淳
(副査)立教大学社会学部教授　佐久間孝正
Ⅰ.はじめに
藤原法子氏は,平成4年4月1日に,専修大学大学院文学研究科社会学専攻修
士課程に第一期生として入学し,平成6年3月に修士論文｢都市エスニシティを
めぐる適応と統合に関する実証的研究｣を提出して修了後,同年4月1日に専修
大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程に入学,平成9年3月に同課程を
単位取得退学した｡藤原氏は,現在,専修大学文学部社会学専攻､立教大学社会
学部等において非常勤講師を勤めながら､研究･教育に研鉾､努力している｡
藤原氏が提出した博士請求論文『トランスローカル･コミュニティー越境する
子ども･家族･女性/エスニック･スクール』は,同氏が,大学院在籍当時から
継続して追及してきたテーマを集大成したものであり,丹念で地道な調査研究に
裏付けられた優れた研究である｡以下,同博士請求論文の趣旨,構成,内容を検
討し,所見を述べ,審査結果について報告する(なお本論文は同名のタイトルで
2008年4月に全280頁の単著としてハーベスト社より出版されている)0
Ⅰ.審査所見
1.本論文の趣旨･構成と章別内容の検討
1).本論文の趣旨
藤原法子氏の学位請求論文『トランスローカル･コミュニティー越境する子ど
も･家族･女性//ェスニック･スクール』は,近年のグローバル化のなかで注目
されている, ｢国境を越える人々｣ -例えば外国人労働者,難民,ディアスポラ
といわれるような人々-が,自らのそれとは異なる文化や社会のなかを生きると
いうことはどういうことか,そのときに彼らはどのようなアイデンティティを立
ち上げるのか,そのとき彼らの活動を支える｢場所｣や地域の意味をどう考える
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か,という問題を,彼らを結び付ける｢結節点｣のひとつである｢エスニック･
スクール｣一移動する人々が受け入れ社会のなかに形成する学校-を調査の場と
して,特に,国境を越えて移動する子供とその家族や女性たちの目線に立ちなが
ら明らかにしようとしたものである｡
本論文のタイトルでもある｢トランスローカル･コミュニティ｣とは,直接に
は,彼らの移動によって結び付けられた｢場所｣とそこでの社会的世界を表す概
念であるが,その含意としては,国境を越えた移動が常態化する過程で,国境を
挟んだ"そこ"と"こご'での,移動者たちと共存する地域社会の住民たちの実
践が,その｢場所｣での個性を保ちつつ共通性を持つ,そうした関係性にある社
会的世界を表わした概念であるoその社会的世界が, ｢場所｣を起点につくられ
る側面に焦点をあわせたときに｢トランスローカル･コミュニティ｣という概念
が発想されてくる｡本論文に隠されたもう一一･つの目的は,現在の地域社会を, ｢ト
ランスローカル･コミュニティ｣としての側面をもつと仮定することで,そこに
何が見えてくるかを問うという試みがある｡
2).本論文の構成
本論文は,藤原法子氏がこれまで学会誌に報告をしてきた論文を中心に,刊行
された書籍に所収の論文,紀要論文,書き卜ろし論文を加えて,それらを同氏の
問題意識の展開に添いながら論文集成としてまとめたものである｡構成を大きく
括ると,第-に,本論文の視点と方法論についてまとめた部分,第二に,移民の
子供たちに関する調査研究部分,第三に,彼らが通う｢ェスニック･スクール｣
とそこでの人々の活動及び地域社会との関係に関する調査研究部分,第四に,移
動者としてのアイデンティティ形成に関する調査研究部分から成る｡
本論文の目次構成(章別構成)と,査読論文,紀要論文,書籍所収論文別の構
成は下記のとおりである｡
第1章　問題の構図
第1節　都市社会学的意味に関する前提的考察
第2節　方法としての越境する子ども･家族とエスニック･スクール
第2章　移動する家族･子どもと都市的世界
第1節　越境する子どもたちの生活世界と都市施設
第2節　エスニシティの教育戦略と都市
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第3章　エスニック･スクールと地域社会
第1節　都市社会学的エスニック･スクール研究概説一外国籍児童生徒研究
からの離陸
第2節　地域社会の多民族化と共存の位相
第3節　エスニック･スクールの経営実践と移住1.5世代
第4章　移動とアイデンティティをめぐる三つの位相
第1節　記憶としての移動と家族の適応戦略
第2節　国境を越える女性たちの自己実現と地域の相互扶助
第3節　シンボリック･エスニシティと文化装置としてのエスニック･スク
ール
終章　結論と展望
初出一覧
索引
<初出　一覧-査読論文,刊行された書籍への所収論文,研究紀要論文等>
第1章
第1節(書き下ろし)
第2節(書き~卜ろし)
第2章
第1節(駒井洋･広田康生編『外国人定住問題講座3　多文化主義と多文化教
育』明石書店所収)
第2節(日本都市社会学会編『円本都市社会学会年報』 13号所収-査読論文)
第3章
第1節(書き下ろし)
第2節(専修大学社会科学研究所『専修大学社会科学研究所月報』 No.435所
収)
第3節(日本都市社会学会編『日本都市社会学会年報』 21号-査読論文)
第4章
第1節(H本都市社会学会編『日本都市社会学会年報』 24号-査読論文)
第2節(日本都市社会学会編『日本都市社会学会年報』 16弓･-査読論文)
第3節(奥田道大･松本康編『先端都市社会学の地平』ハーベスト社所収)
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終章　(書き下ろし)
以上,査読論文4本,刊行された研究書に所収の論文2本,研究紀要(専修大
学社会科学研究所) 1本,書き下ろし4本,という構成である｡
(全280頁)
3).章別の内容と検討
本論文の車ごとの内容について検討しておきたい｡
本論文第1章｢問題の構図｣では,本論文の都市社会学における位置付けや,
本論文の研究方法について考察されている｡
第1節では,本論文を,都市社会学におけるグローバリゼーション論の中に位
置づけつつ,しかし空間のグローバルな再編成に関する抽象的な都市研究を批判
的に考察しながら,本論文の視点として,具体的な｢場所｣に照準して描いてい
くこと,対象者たちの活動実践が行われる｢場所｣を｢トランスローカル･コミ
ュニティ｣として見る藤原氏自身の視点について説明されている｡
第2節では,この視点にたちながら,越境する子どもや家族,女性とエスニッ
ク･スクールに焦点をあてることの方法論的意味が考察されている｡
まず,第一に,越境する子どもや家族を｢異質性を生きる人々｣と名づけ, ｢移
動にともない,今,生きている場所や社会や人々に違和感や敵齢や他者性を感じ
つつも,しかし,自らの場所をそこに求めながら生きる人々｣として定義し､第
二に,よりマージナル性を帯びた存在としての子どもや女性や家族に焦点をあて
ることで,通常の外国人労働者とは異なって,グローバル化のなかで,彼らがそ
の不自由さをどのように乗り越え,自分たちの屠場所をどのように作り出してい
くのか,さらに,選択的にそして主体的に複数の場所と繋がっていくことの可能
性を,より深く見ることができると主張している｡第三に, ｢エスニック･スク
ール｣を,教育機関としての役割や場としてのみならず,複数の場所に自らを積
極的に位置づけていこうとする生き方を支える｢場｣と見ることで,ここをとお
して彼らの,トランスローカルな生き方をより深く見ることの出来ると論じてい
る｡
第2章以下は,上記の方法論的立場から行われた実態調査編という体裁をとっ
ている｡特に,第2章では｢移動する家族･子どもと都市的世界｣と題して,本
論文の問題意識の原型となった,移動する子どもと家族の実践に焦点があてられ
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ている｡
第1節では,越境移動する子どもたちを捉える視点として,いわゆる｢外国人
児童生徒｣としての捉え万ではなく,紋らを, ｢学校｣という場を超えて自らの
居場所を作り出している子どもたちとしておさえ,彼らのそうした行為やアイデ
ンティティを育む生活世界と都市施設の役割について明らかにしている｡
第2節では,国境を越えて移動する家族と都市での教育実践を,彼らの母国ブ
ラジル･サンパウロでの日本人移民の教育をめぐる実践の中に埋め戻して探って
いる｡彼らの教育実践を,移民家族の教育戦略として位置づけ,彼らの｢異質性
を生きる実践｣について考察している｡
第3章では, ｢エスニック･スクール｣とそれを支える｢場所｣,コミュニティ
との関係に焦点を移し, 1990年代半ば以降,日本社会に越境移動する人々によっ
て形成されていくエスニック世界と地域社会との関係について調査研究している｡
第1節では,本論文で取り上げる越境移動する子どもたちおよびエスニック･
スクールについての都市エスニシティ研究における意味を,いわゆる外国人児童
生徒研究と比較しつつ考察し,第2節では,エスニック世界の制度的完成のなか
で登場してくる｢エスニック･スクール｣に注目しつつ,当該社会のそれとは異
なる制度的世界の形成を通して見えてくる地域社会との｢共生｣の現実について
群馬県大泉町を事例として取り上げて考察し,第3節では,さらに,岐阜県大垣
市において,日本人が経営している｢エスニック･スクール｣の事例を取り上げ,
トランスナショナルな移動世界のなかでの越境する子どもたち-移住1.5世代と,
｢エスニック･スクール｣経営者及び教員の実践を,地域社会における共生の実
践として措いている｡
第4章は｢移動とアイデンティティをめぐる三つの位相｣と題して,異質性を
生きる人々のアイデンティティの変容について焦点をあてている｡
第1節では,神奈川県横浜市のある沖縄出身者の家族の移動と適応経験を, ｢記
憶としての移動｣と,異質性を生きる人々としてのアイデンティティの形成とい
う観点から描き,移動によって支えられている世界を生きるという経験とそのな
かで場所と結びついていく実践を提示している｡第2節では,群馬県大泉町にお
ける越境移動する女性たちの,職業実践と生き方に注目し,彼女たちの労働を支
える相互扶助的な関係性の存在と,彼女たちの当該社会への参入にともなうアイ
デンティティの変化について提示している｡そして第3節では,群馬県大泉町の
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あるエスニック･スクールを対象とし,シンボリックな施設の形成という観点か
ら,エスニック･スクールを経営する女性の経営実践を通して,当該社会と出身
社会との間での新たなアイデンティティの立ち上げ実践について明らかにしてい
る｡
終章では,本論文での第1章から第4章までの調査の現実とその意味の考察か
ら,グローバル,ナショナルそしてローカルを通底する都市地域社会の様々なコ
ミュニティのあり様について論じ,結論としている｡すなわち,トランスローカ
ル･コミュニティとして場所を見ていくということは,第-に異質性を生きる
人々の様々な実践が展開する現実の具体的な場として場所を見ることであり,第
二に異質性を生きる人々の実践やそれをめぐる経験を通して,他の場所との経済
的,政治的,文化的,社会的,歴史的な接続のなかに位置づけられるものとして
場所を見ることであり,そして第三に,ただ接続するのみならず,接続すること
によって,それぞれの異質性を生きる人々の実践やそれをめぐる経験を少しずつ
重ね合わせながら共振し交信していくものとして場所を捉えることである,と結
論している｡
2.審査所見
本論文は,上述のように『日本都市社会学会年報』に掲載された査読論文を中
心に,論文集成としてまとめられたものである｡こうした論文集成としての性格
上,全体の論理展開や記述に若干の繰り返しが見られること,また,国境を越え
る人々の活動や実践を,特に,国境を移動する子どもや家族や女性たちの目線か
ら,異質性を生きることやアイデンティティ形成過程に焦点があわせられたこと
で,いわゆる移民労働者の労働問題,医療問題,年金問題等をめぐる考察や権利
問題に関する考察が,今後の課題として残されていること,さらに,本論文に掲
載されているフィールドノートのなかには,分析が残されている部分が含まれて
いる点などが指摘された｡
しかしながら審査委員会としては,上記に指摘された諸点は,むしろ,藤原法
子氏本人にとっては今後の研究課題としてさらに追究される研究可能性を示した
ものであり,さらに,本論文には,こうした課題を上回る研究の意義が認められ
ると評価した｡
本論文の研究の意義としては次の諸点が挙げられた｡
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第一に,都市社会学に主流の,抽象的なグローバル空間に照準するというより
はむしろ,人々の歴史や経験が埋め込まれた｢場所｣に焦点をあわせることで,
グローバル化の過程をより生活に密着した視点から見ようとしたこと,第二に,
移民の子どもたちや家族や女性に焦点をあわせることで,従来,男性の移民労働
者の労働問題や権利問題を見るという視点だけではなく,よりマイノリティでマ
ージナルな世界に生きる子どもやその家族や女性の側から,移動や｢異質性を生
きる｣人々のアイデンティティの形成という問題に切り込んだこと,第三に,こ
うした移民の子どもたちや家族がアイデンティティを形成する重要な拠点として
の｢エスニック･スクール｣の捉え直しをしていること,等々,これまでの都市
社会学的なエスニシティ研究では手薄な研究領域の開拓を示唆し実現したことで
ある｡第一の点については,特に,本論文の第1章において,特に都市社会学に
おいてなされてきたこれまでのグローバリゼーション論の批判的な検討から｢場
所｣に焦点をあてることの意味を問い直し,移動する子どもたちに焦点を合わせ
ることの方法論的意味の問い直しが行われており,第二の点については,第2章
以下の調査研究事例で実現されている｡
審査委員会としては,こうした試みの結果本論文では,移動する子どもたちを,
いわゆる｢外国人の子どもの教育論｣でもなく,また｢多文化教育論｣でもなく,
その生き様を綿密に描くことに成功しており,同様に, ｢エスニック･スクール｣
についても, ｢中途半端な学校｣とか, ｢卒業後も日本に滞在する以上,同化すべ
き｣という日本社会にありがちな｢同化論的決めつけ｣に陥ることなく,また,
同施設を｢教育施設｣としての観点からだけではなく,むしろ,トランスナショ
ナルな世界を生きる人々の,あるいは,移動を背景にした人々が,当該社会にそ
の居場所を形成し,自らを位置づけていく｢場｣ないし｢結節点｣として位置づ
け,移動研究への重要な方法論的手がかりとして浮かび上がらせることに成功し
ていると評価した｡
こうした結果は,藤原氏の,現場におけるたゆみない,丹念な調査活動の結果
可能になったもので,こうした努力が本論文を,エスニシティ研究にまとわりつ
く固定観念から自由に研究を展開することに成功していると審査委員会では評価
した｡
この点は,本論文における調査方法や手法及び現場での丁寧な聞き取りを重視
する藤原氏の調査手法への審査委員会の評価にもつながった｡すなわち本論文は,
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基本的には,藤原氏本人の,現場での地道な聞き取り調査を積み重ねるという手
法で行われているが,特に,調査対象者を選ぶ過程では,現場の状況に柔軟に対
応し,時に聞き取り調査とアンケート調査を巧みに併用しつつ,また時には,調
査対象者の抽出にあたっても,機械的にアンケートをかけるのではなく,人から
人へのつながりを追いながら聞き取り調査を続けて,現場におきていることの全
体の姿を描くという, ｢雪だるま式(snow ball sampling)｣の聞き取りという方
法を採用し,時には,対象家族のご自宅を訪ねる形で,その成員一人ひとりに時
間をかけて個別の丁寧な聞き取りを実行している｡こうした多様な調査方法の採
用は,都市社会学のみならず社会学における調査方法は当たり前とされる方法で
はあるが,その当たり前な方法を,たゆむことなく着実に実行している点につい
ても､それはまさに藤原氏本人の調査研究に対する,地道で誠実な人柄の結果で
あると,審査委員会では高く評価した｡
以上の点からして本論文は,異質性を生きる人々の生き方やアイデンティティ
形成の現実を克明に描くことに成功しており,また,従来の都市社会学にはない
視点であった, ｢トランスローカル･コミュニティ｣として,移動のなかにある
地域を見る試みを提示していると審査委員会では評価した｡
Ⅱ.審査結果
審査委員会では,上記の論文審査結果と, 8月21日午後3時から審査委員会及
び大学院担当教員の出席のもとで実施された｢[1頭試問｣での結果も含め,藤原
法子氏の博士請求論文『トランスローカル･コミュニティー越境する子ども･家
族･女性/エスニック･スクール』が,論文博士を授与するに値する論文である
と認めた(なお,論文博士として藤原氏には語学-科目が義務付けられ,藤原氏
は英語を選択したが,学位請求論文のなかに英語文献が相当数含まれ,また,的
確に使用されていることから,論文博士を授与するに値する実力があるものと審
査委員会では判定した)0
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